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松原の
今昔物語
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立地環境

「風の松原」内には、1.2ha のい
こいの広場やフィールドアスレ

チック、水辺の広場、1周 2kmのト
リムランニングコース、1周 6kmのサ
イクリングコースのほか、現在、国有林
内で木材チップを敷き詰めた散策路が整
備されています。また、風の松原西側に
位置する、高さ27mの「はまなす展望台」
からは、松原や能代港、24基の風車に
よるクリーンエネルギー（能代風力発電
所）を展望できるほか、遠くには、世界
遺産白神山地を望むことができます。

権威ある 6つの 100 選に選ばれている

全国的に類を見ない大規模な松林

松原の
今昔物語

　能代市の海岸沿いに連なる「風の松原」は、日本最大の
規模を誇る松林です。東西幅 1km、南北総延長 14km、面
積約 760ha で東京ドーム 163 個分もの大きさです。
　厳しい海岸による飛砂を防ぐため、江戸時代から植栽に
取り組み、今や 700 万本もの見事な松林となっています。
現在の後谷地国有林の古いクロマツ林は、秋田杉の育ての
親である賀藤景林父子が植林したものと言われています。
　昭和 58 年の日本海中部地震の大津波では、風の松原が津
波被害を最小限にくいとめ、松原の重要性が改めて確認さ
れました。同じく昭和 58 年には、「21 世紀に残したい日本
の自然 100 選」に選ばれ、現在では 6つの権威ある 100 選
に選定されています。
　また、昭和 62年には、市民からの公募により「風の松原」
の愛称がつけられ、市民の憩いの場として親しまれています。

秋田県北部を貫流する米代川河口をはさみ、能
代海岸沿いに南北にのびるクロマツ林。西側は
能代港、東側は市街地に隣接しています。

立地環境
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●電車やバスの場合
JR五能線能代駅下車、車で5分

●車の場合
秋田自動車道能代南 I.C. 下車 10分。駐
車場有り。風の松原向かいに「能代市生
涯学習施設（風の松原案内所）サン・ウッ
ド能代」があり、駐車可能台数約20台。

風の松原
●所在地／能代市能代町字後谷地
●規　模／幅0.4 ～ 1.2km、長さ14km、面積760ha、樹齢40～ 150年
●指　定／飛砂防備保安林、保健保安林、潮害防備保安林、鳥獣保護区
●問合せ／能代市農林水産課農林整備係　電話0185-89-2184
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